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本研究は，上部構造における鉄筋コンクリートはり，およびプレストレストコン

クリートはりを対象として，寸法効果や軸方向引張鉄筋の効果の影響を考慮したせ

ん断耐荷力推定式（主として斜め引張破壊）を提案し，その推定精度について検証

を行った。検証では，過去の実験データを基本として，対象とする部材の断面形状

の違い（T 形と矩形），プレストレス有無，荷重の繰返しに対する影響を確認した。

その結果，提案式のばらつきは変動係数として 20%程度であること，また，5%フラ

クタイル値を与えるための部分係数は 0.65 とすればよいことなどが明らかとなっ

た。 
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1 章 はじめに 
 

平成 24 年制定 道路橋示 方書Ⅲコンク リート 橋編 1)（ 以下， H24 道示Ⅲ

編 ） で は ， 上 部 構 造 の コ ン ク リ ー ト 部 材 を 対 象 と し た ， 斜 引 張 破 壊 に 対

する せん断耐力の 推定式 が規定されて いる。この推定式 は，昭和 53 年か

ら道 示Ⅲ編 2)に規 定され ているもので，コン クリートが負 担できるせん断

力 と ， 斜 引 張 鉄 筋 が 負 担 で き る せ ん 断 力 の 合 計 に 加 え ， プ レ ス ト レ ス の

分力 の総和をせん 断耐力 としている。  

一方 ，平成 24 年制定道 路橋示方書Ⅴ 耐震設 計編 3)（ 以下、 H24 道示Ⅴ

編）には，下部構造のコ ンクリート部 材を対 象として，H24 道示Ⅲ編で規

定 さ れ て い る 推 定 式 と は 異 な る 推 定 式 が 規 定 さ れ て い る 。 こ の 式 は ， 平

成 8 年から道示Ⅴ 編 4)に規定 されているもの で，コンクリートが負担でき

るせ ん断力と，帯鉄筋が 負担するせん 断力の 和をせん断耐 力としている。 

こ れ ら の 式 は ， 適 用 す る 部 材 の 相 違 に よ っ て 使 い 分 け ら れ て い る 。 し

かし，本来，コンクリー ト部材のせん 断耐力 は部材の使わ れ方によらず，

そ の 部 材 を 構 成 す る コ ン ク リ ー ト や 鉄 筋 ， さ ら に は 作 用 す る 軸 力 等 に 依

存す るものである。その ため，コンクリート 部材のせん断 耐力の評価は，

こ れ ら の 要 因 を 適 切 に 考 慮 で き る 一 般 化 さ れ た 推 定 式 に よ っ て 評 価 さ れ

る べ き も の と 考 え ら れ る 。 ま た ， こ れ ら の 推 定 式 の 前 提 条 件 等 に お い て

は ， 必 ず し も 明 確 と な っ て お ら ず ， 一 般 化 さ れ た 推 定 式 を 提 案 す る 上 で

課 題 の 一 つ と さ れ て い る 。 さ ら に ， 部 分 係 数 設 計 法 の 照 査 式 と す る た め

には ，一般化さ れた推定 式のばらつき につい て明らかにす る必要がある。 

そ こ で ， 本 研 究 で は ， 部 材 の 使 わ れ 方 に よ ら ず ， 引 張 鉄 筋 比 や 有 効 高

さ を 考 慮 で き る せ ん 断 耐 力 推 定 式 を 提 案 す る と と も に ， 部 分 係 数 設 計 法

の 照 査 式 と す る た め に そ の ば ら つ き を 評 価 し た 。 具 体 的 に は ， 道 示 Ⅴ に

規 定 さ れ る せ ん 断 耐 力 推 定 式 を 基 本 と し て 一 般 化 を 行 っ た 。 さ ら に ， 道

示 Ⅲ と 道 示 Ⅴ の コ ン ク リ ー ト が 負 担 で き る 平 均 せ ん 断 応 力 度 の 設 定 根 拠

か ら ， こ れ ら の 推 定 式 の 適 用 範 囲 を 確 認 す る と と も に ， 過 去 の 載 荷 実 験

デ ー タ と の 比 較 に 加 え ， 新 た に 実 施 し た 部 材 実 験 に よ り ， 一 般 化 さ れ た

推定 式の確からし さを検 証した。  

な お ， 本 研 究 で 対 象 と し た コ ン ク リ ー ト 部 材 は ， せ ん 断 力 と 曲 げ モ ー

メ ント を同時に受 ける ，い わゆ るスレ ンダ ービ ーム （せん 断支間比 注 ） が

2.5～ 6.0 の範囲）のせ ん断補強鉄筋 を有す る鉄筋コンク リート（ RC）は

りと プレストレス を導入 したはり（ PC， PRC）で ある。そのため，想定す

る は り の 破 壊 形 態 は ， 曲 げ せ ん 断 ひ び 割 れ に よ る 破 壊 ， も し く は ， ウ ェ

ブ せ ん 断 ひ び 割 れ が 発 展 し た 斜 引 張 破 壊 で あ り ， 薄 い ウ ェ ブ を 有 す る 構

造（ I 桁等 ）や高いプレ ストレスが導 入され た場合におい てもウェブが圧

壊 し な い こ と を 前 提 と し て い る 。 し た が っ て ， シ ョ ー ト ビ ー ム （ せ ん 断

支間 比が 1～ 2.5）の破 壊形態（せん 断圧縮 破壊，せん断 引張破壊（せん

断付 着破壊ともい う）） ，およびディ ープビ ーム（せん断 支間比が 1 以

下 ） の 破 壊 形 態 （ 圧 壊 を 主 と し た 単 独 あ る い は シ ョ ー ト ビ ー ム や ス レ ン

ダー ビームで生じ る破壊 の複合）に関 しては 対象外として いる。  

 

注） せん断スパン 比とも いう（付 録 1 参照） 。   
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本報 告書の構成を ，表 -1.1 に示す 。  

 
表-1.1 本書の構成 

  内 容 

1 章  はじ めに  研究 の背景，一般 化され たせん断耐力 推定式の

必要 性と，研究の 目的を 示した。  

2 章  は り の せ ん 断

耐力 推定式  

道 路 橋 に お け る せ ん 断 耐 力 推 定 式 の 変 遷 ， 歴

史 ， 過 去 の 研 究 に お い て 明 ら か と な っ て い る

点，及び H24 道示 Ⅲ編式 の成り立ちに ついて示

した 。  

3 章  せ ん 断 耐 力 推

定式 の一般化  

寸 法 効 果 お よ び 軸 方 向 鉄 筋 比 の 影 響 を 考 慮 し

た H24 道示Ⅴ編式 の上部 構造への適用 にともな

う ，課題 ，問題，その解 決に対する考 え方を示

した 。また， H24 道示Ⅴ 編式の成り立 ちから，

プレ ストレスを導 入した 場合への対応 ，修正ト

ラス 理論適用の前 提条件 ，トラスの圧 縮斜材の

角度 ，スターラッ プ量の 上限値ほかに 関して，

過去 の文献等から その考 え方を整理し た。その

うえ で， H24 道示 Ⅴ編式 を基本とした ，一般化

され たせん断耐力 推定式 を提案した。  

4 章  推 定 式 の 確 か

らし さの評価  

3.で 提案したせん 断耐力 推定式を，既 往実験デ

ータ （ RC 矩形 断面桁， PC 桁， RC‐ T 形 断面桁）

と対 比することで ，その 確からしさ（ 信頼性）

を検 証し評価した 。  

5 章  結論  本 研 究 に よ り 得 た せ ん 断 耐 力 式 の 提 案 お よ び

結論 を記載した。  

 
また，本報告書では，基準 類等について以下 の名称を用い るものとする。  

 

1) 道 示       橋，高架の道路等の技術基準（道路橋示方書）。な お ， こ

れら の名称の前に 年号の 略称（ H24 な ど）がつく

場合 は，その制定年度を 表す。また，RC 道示と は，

鉄筋 コンクリート 標準示 方書を意味す る。  

2) コン示  土木 学会コンクリ ート標 準示方書（制定年度は本

文中 に記載）  

3) Ⅲ編       道 示  Ⅲコンク リート 橋編  

4) Ⅳ編    道示  Ⅳ下部 構造編  

5) Ⅴ編       道 示  Ⅴ耐震設 計編  

6) Ⅲ編式・Ⅴ編式  そ れぞれの編に 規定さ れている斜引 張破壊 に対す

るせ ん断耐力の推 定式  
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2 章 はりのせん断耐力推定式 
 

2.1 せん断耐力算出の変遷 
 
コン示と道示における，はり部材を対象とした斜引張破壊に対するせん断

耐力の変遷の大略（昭和 61 年まで）を表-2.1.1 に示す 1)～ 5)。コン示が初め

て策定された昭和 6 年から昭和 52 年までは，はりのせん断耐力（ S	 ）はメル

シュの古典的なトラス理論に基づいていた。このトラス理論は，1903 年（明

治 36 年）に提唱されたもので，斜めひび割れ発生後の耐荷機構，すなわちコ

ンクリートのせん断応力が斜め引張強度に達しひび割れが発生した後の耐荷

機構として，せん断補強鉄筋が受け持つせん断力（ S	）のみを想定する(S	 ൌ
S	）ものであった。昭和 39 年に制定された RC 道示においてもこの考え方が

踏襲されている。 

昭和 53 年に道示が改定されて以降は，いずれの示方書においても，1965 年

（昭和 40 年）にレオンハルトが提唱した修正トラス理論に基づくものに改

定されている。修正トラス理論では，斜めひび割れ発生後のせん断耐荷機構

として，せん断補強鉄筋が受け持つせん断力(S	 )だけでなく，コンクリート

の受け持つせん断力(S	 )も考慮する (S	 ൌ S	 ൅ S	）。この推定式は，古典的な

トラス理論よりも合理的で実際に近く，また，せん断補強鉄筋が低減できる

ため，H24 道示Ⅲ編でもこの推定式が適用されている。 

表中の変遷において特筆すべき事項としては，昭和 39 年の JIS 改正に合わ

せ，昭和 42 年のコン示から高強度異形棒鋼が規定されたことである。この改

定によって，それまで道示やコン示で規定されていた丸鋼だけでなく，高強

度かつ付着の高い異形棒鋼である高強度異形鉄筋の使用が認められ，鉄筋の

許容応力度がそれまでの 1.5 倍に増加している。その一方で，昭和 53 年の改

定にて，コンクリートの許容斜引張応力度がそれまでの 1/1.5 注)程度まで

低減されている。これは，丸鋼鉄筋を用いた場合と異形棒鋼鉄筋を用いた場

合とでは，せん断破壊機構に差異が生じることが明らかとなったことによる。 

丸鋼鉄筋を用いた場合には，せん断スパン内に生じるせん断ひび割れがウ

ェブの中央から発展する，いわゆるウェブせん断ひび割れによる破壊が生じ

る。一方，付着の高い異形棒鋼鉄筋を使用した場合には，せん断スパン内に

も曲げひび割れが生じ，これを起点にせん断ひびわれに進展する，いわゆる

曲げせん断ひび割れが発生しせん断破壊に至る（図-2.1.1，参考文献 3）参

照)。このような曲げせん断ひび割れからの破壊が生じた場合，コンクリート

の受け持つせん断力は，ウェブせん断ひび割れによる破壊が生じる場合より

も低くなる。これを受け，昭和 53 年の道示からコンクリート負担分のせん断

力が約 1/1.56 注 )に低減されている。さらに，昭和 53 年の道示では，設計荷

重時と同じ許容せん断応力度による終局荷重時の照査が規定されたことから，

実質的には従来の許容せん断応力度を約 1/(1.7×1.56)≒1/2.65 程度まで低

減していることに相当する。すなわち，昭和 53 年の道示改定では，せん断応

力度の算出を最大せん断応力度から平均せん断応力度に変更したこと，せん

断耐力の算出において修正トラス理論を採用したこと，また，許容せん断応

力度を実質的に 2.65 程度まで低減したことが行われている。その後，H24 道

示Ⅲ編まで大幅な改定は行われていない。 
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一方コン示では，昭和 55 年の改定で，それまでの許容せん断応力度が

1/1.56 程度に低減され（S53 道示Ⅲ編の値と同じ），さらにせん断力の算出

時にその値を 1/2 に低減することとされた。その結果，終局荷重時の照査を

行っている S53 道示Ⅲ編の照査とほぼ同等の安全余裕を確保していることに

なる（詳細は参考文献 6)を参照）。その後，昭和 61 年の改定でコンクリー

トの負担するせん断力が見直され，寸法効果の影響や，軸方向引張鉄筋量の

違いによる鉄筋のダウエル効果等がコンクリートの負担できるせん断力に与

える影響を考慮できる，より精度のよい推定式が適用されている。なお，表

中の 	 	 	 , 	 	 	 は，それぞれ設計荷重時においてコンクリートのみで負担できる

せん断応力度，及びせん断補強筋と協働して受け持つ場合の最大せん断応力

度である。ここで， 	 	 	 は，道示Ⅲ編におけるコンクリートが負担できる平均

せん断応力度に相当し，	 	 	 はウェブ圧壊の照査におけるコンクリートが負担

できる平均せん断応力度の最大値に相当する。 

 
注）例えば， 	 	 	 ൌ 0.70（昭和 53 年以前）に対し，	 	 ൌ 0.39（昭和 53 年以降）であるこ

とから，平均せん断力と最大せん断力の差異（1.15 倍）を考慮して，0.70/ሺ0.39 ൈ 1.15ሻ 	 1.56

となる。  
 
 
 
 
 

表-2.1.1 せん断に対する設計の大略の変遷 
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図-2.1.1 せん断補強鉄筋を有さない RC はりにおける斜めひび割れの発生状況 

 

 

2.2 H24 道示Ⅲ編のコンクリートが負担できる平均せん断応力度 
 
H24 道示Ⅲ編に規定されているコンクリートが負担できる平均せん断応力

度 	 	 は，S53 道示Ⅲ編から踏襲されている。前述のとおり，S53 道示Ⅲ編では，

それまでの道示（S39 RC 道示）に規定されていたコンクリートが負担できる

せん断応力度の値が大幅に低減され，ヨーロッパ委員会（CEB）が提示した式

を基本とした値に見直されている 7)。  

S39 RC 道示では，土木学会による示方書（S31 RC 示方書）の値を踏襲し，

コンクリートの引張強度（圧縮強度のおよそ 1/10 程度）に対して安全率を 3

程度とった値とされていた 1)。しかし，前述のとおり，異形鉄筋を用いたせ

ん断補強鉄筋を有する場合においては，コンクリートが負担できるせん断応

力度を過大評価してしまう可能性があることが CEB の勧告 8）により指摘され

たことから，S53 道示Ⅲ編ではその値が見直され，式(2.2.1)に示すせん断強

度式を基本とする値に改定されている。 

	 	 	 	 ൌ 0.6･	 	 	 	                                                      (2.2.1) 

ここに， 

	 	 	 	 ൌ 0.2	 	 	

	
	 /	 	 	 	

	 	 	 	 	 ：許容平均せん断応力度(終局荷重作用時)(N/mm2) 

	 	 	 	 	 ：コンクリートの引張強度(N/mm2) 

	 	 	 	 ：コンクリートの設計基準強度(N/mm2) 

	 	 	 ：コンクリートの部分安全係数(=1.5) 

この式は，CEB-19768）に規定されていたもので，鉄筋コンクリート構造に

おけるせん断補強鉄筋がある場合の標準方法のコンクリートが負担するせん

断応力度の推定式である。なお，これ以前の CEB では，コンクリートの引張

強度が許容せん断応力度とされていたが，引張強度を 0.6 倍だけ低減するこ

とで，前述の異形鉄筋による影響を考慮した形となっている。また，この規

定が終局荷重作用時における許容値（設計荷重に対する荷重側の安全率を
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1.7 として確保していることに相当）を与えるものであることから，設計荷

重作用時の値に換算し，式(2.2.1)による値を 1/1.7 倍した値が許容せん断

応力度 	 	 （H24 道示Ⅲ編におけるコンクリートが負担できる平均せん断応力

度 	 	 ）として規定された 7)。すなわち，S53 道示Ⅲ編の許容せん断応力度 	 	  
(N/mm2)は，式(2.2.1)による 	 	 	 	 に対し以下の関係をもつ。 

	 	 ൌ
	 	 	 	
	 .	

                                                      (2.2.2) 

ただし，S53 道示Ⅲでは，終局荷重作用時においても設計荷重作用時と同

じ許容せん断応力度を用いることから，実質的には CEB の式に対してさらに

1.7 程度の安全率を設けていることに相当する。本来なら，式(2.2.1)式が終

局荷重時の許容値であることを考慮し，設計荷重時の値として式(2.2.2)を規

定したものであるから，終局荷重時の値としては式(2.2.1)とするのが自然で

ある。しかし，S53 道示Ⅲ編では，実質的に CEB 式に対しさらに 1.7 の安全

率を確保している。この経緯については明確なことは明らかでないが，後述

するよう道示Ⅲ編式の推定精度が桁高や引張鉄筋量によっては危険側となる

可能性があることなどを勘案した可能性がある。また，CEB の式の適用範囲

は，コンクリートの設計基準強度が 50N/mm2 以下となっているが，H8 道示Ⅲ

では，60N/mm2 時まで拡大され 60N/mm2 を超える場合の 	 	 値は 60 N/mm2 を使用

することとされている。さらに，CEB による規定では，軸圧縮力（プレストレ

スを含む）が作用する場合に，式(2.2.3)に示す割増し率 	 を用いてせん断応

力度を 	 倍することとされており，道示Ⅲも同様の考え方が採用さている。 

	 ൌ 1 ൅ 	 	 /	 	  	 2                                               (2.2.3) 

ここに， 

	 	 ：デコンプレッションモーメント（引張縁応力度がゼロとなる曲げモーメント）	

	 	 ：設計曲げモーメント	

最終的なせん断耐力は，修正トラス理論を適用し，コンクリートのせん断

耐力とせん断補強筋のせん断耐力に加えプレストレス分の鉛直力を累加した

以下の 	 	 とされている。 

	 	 ＝	 	 	 	 ൅ 	 	 ൅ 	 	                                                  (2.2.4) 

ここに， 

	 	 ൌ 	 	 ･	 	 ･	                                                       (2.2.5) 

	 	 ൌ
	 	 	 	 	 		

	 .	 	 	
ሺsin 	 ൅ cos 	 ሻ	                                           (2.2.6) 

	 	 ൌ 	 	 	 	 	 sin 	                                                        (2.2.7) 

である。 ただし，	 	 は，上記 CEB-1976 式から設定された 	 	 に部材断面のウェ

ブ幅 	 	 と有効高さ 	 を乗じたものであり，コンクリートの負担するせん断力と

なる。また，	 	 は，メルシュの古典トラス理論によるせん断補強鉄筋が受け持

つせん断力であり，トラスの角度を 45°（斜めひび割れ角度の下限値相当）

とし，トラスの上下弦材間距離を矩形単鉄筋断面の曲げに対する圧縮中心と

引張中心の距離 z ൌ j･d 	 7/8･d 	 1/1.15･dとしたものである。 

ここに， 
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	 	  ：せん断補強鉄筋の断面積 

	 	 	  ：せん断補強鉄筋の降伏強度 

	  ：せん断補強鉄筋のピッチ 

	  ：せん断補強鉄筋と部材軸がなす角度 

	   ：トラスの上下弦材間距離（圧縮中心と引張中心の距離）を 

あらわす定数 

	  ：部材の有効高 

 

そして， 	 	 は，プレストレスの鉛直分力分の項である。 

ここに， 

	 	  ：PC 鋼材の断面積 

	 	 	  ：有効プレストレス 

	   ：PC 鋼材と部材軸がなす角度 

 

 

2.3 H24 道示 V 編のコンクリートが負担できる平均せん断応力度 
 
平成 8 年に制定された道示Ⅴ編及び道示Ⅳ編では，RC 構造の鉛直部材を対

象とした斜引張破壊に対して，寸法効果および軸方向引張鉄筋の影響を考慮

できるせん断耐力の推定式が規定され，H24 道示 V 編 9）においても踏襲され

ている。 

道示Ⅴ編に規定される数値の基本となる式を式(2.3.1)に示す。この式によ

るコンクリートが負担できるせん断力を与えるせん断応力度の設定根拠は参

考文献 10)に示されている。この文献によれば，式(2.3.1)によるコンクリー

トが負担できるせん断力を与えるせん断応力度は，実験により求められてい

る。このせん断応力度は，実験結果を推定値で除した値の分布を求め，その

分布の平均値を与える推定式を求めたのち，その推定式による値から標準偏

差の 2 倍を引いて過小評価する式となっている。近似式は合計 34 体のせん

断補強鉄筋の無い RC はりに対する実験結果に基づいており，次の式(2.3.1)

で与えられる。 

	 	 ൌ 0.72 ൈ 	 	 	 .	 	 ൈ 	
	 	

	 	 	
	
	
	
	 ൈ 	

	 .	

	 	
	
	
	
	
                                 (2.3.1) 

ここに， 

	  ：有効高さ(m) 

	 	 	  ：コンクリートの設計基準強度(N/mm2) 

	 	  ：引張鉄筋比(%) 

この式は，引張鉄筋比を 1.2%として正規化したものであるため，引張鉄筋

比の基準を 0.3％として式(2.3.1)を変形すれば，式(2.3.2)のようになる。 

	 	 ൌ 0.453 ൈ 	 	 	 .	 	 ൈ 	
	 	

	 	 	
	
	
	
	 ൈ 	

	 .	

	 	
	
	
	
	
                                 (2.3.2) 
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また，式(2.3.1)のせん断耐力（ 	 	 ）は，修正トラス理論を適用し，コンク

リートが負担できるせん断力（ 	 	 ）とせん断補強筋が負担できるせん断力（ 	 	 ）
を累加した 

	 	 ＝	 	 ൅ 	 	                                                       (2.3.3) 

とされている。 

式（2.3.2）を式(2.3.6)～式(2.3.9)の係数で整理し，表で与えたものが H24

道示 V 編における表記となる。 

	 	 ൌ
	 	 	 	 	 		

	 .	 	 	
ሺsin 	 ൅ cos 	 ሻ                                           (2.3.4) 

	 	 ൌ 	 	 ･	 	 ･	 	 	 ･	 	 ･	 	 ･	                                              (2.3.5) 

ここで， 

	 	 ＝0.453 ൈ ሺ24/	 	 	 	ሻ
	
	
	 ／1.3                                        (2.3.6)	

	 	 ＝1.0 	                                                      (2.3.7)	

	 	 ＝	 	 	 .	 	  	                                                      (2.3.8)	

	 	 	 ൌ ሺ0.3/	 	 	ሻ
	
	
	                                                    (2.3.9)	

	 	 は，メルシュの古典トラス理論によるせん断補強鉄筋が負担できるせん

断力であり，トラスの角度を 45°（斜めひび割れ角度の下限値）とし，トラ

スの上下弦材間距離を矩形単鉄筋断面の曲げに対する圧縮中心と引張中心の

距離 	 ൌ 	 	 	 	 7/8 	 	 	 1/1.15 	 	 としたものである。ただし，	 	 はウェブ幅，	 は
有効高さ， 	 	 はせん断補強鉄筋の断面積， 	 	 	 はせん断補強鉄筋の降伏強度，

	 はせん断補強鉄筋のピッチ，	 はせん断補強鉄筋と部材軸がなす角度である。 

	 	 は，コンクリートが負担できるせん断力を与えるせん断応力度で，せん断

力をウェブのみの断面積 	 	 	 	 で除して得られるせん断応力度（公称応力度と

もいう）となっている。この 	 	 は，軸方向引張鉄筋比が 	 	 ൌ 0.3%，コンクリー

トの設計基準強度が 	 	 	 ൌ 24 (N/mm2)，部材高さ 	 ൌ 1.0	ሺmሻの場合におけるせん

断応力度で，せん断補強筋の無い矩形断面供試験体の実験から推定された

2.3%非超過確率を有する値（平均値から標準偏差の 2 倍を引いた値）を与え

る式である 9)。この式のバイアスは 1.30，変動係数は 0.13 となっている（バ

イアスと変動係数の根拠は，4.2(1)に示した再評価した値）。 

	 	 は，部材が塑性化した後で地震による繰り返し正負交番荷重に対する低

減係数を示すものである。上部構造では塑性化は考えないので，ここでの表

記は 1.0 としている。 

	 	 は，部材寸法の違い（いわゆる，寸法効果）に対する係数である。 

	 	 	は，軸方向引張鉄筋比に対する係数である。 

なお，平成 8 年の改定にあたり，道示Ⅲ編においては，昭和 53 年に規定さ

れた推定式が踏襲された。これは，以下の二つの点が課題であったことによ

る。一つ目は，推定式で想定する部材断面形状の相違である。道示Ⅲ編で対

象としている上部構造の主桁断面形状は，T 形や I 形もしくは箱断面が多く，

下部構造などで用いられる矩形ではない。二つ目は，プレストレス力による

せん断耐力の割増しの取扱いである。S53 道示Ⅲ編のせん断耐力推定式にお

いては，プレストレス力による効果として，プレストレス力によるデコンプ

9



レッションモーメントに基づくコンクリートが負担できるせん断力の割増が，

係数を全体に乗じることで考慮されていた。すなわち，デコンプレッション

モーメント 	 	 として，作用曲げモーメントを 	 	 とすれば，プレストレス力に

よる効果を考慮する係数 	 は，2.0 を超えない範囲で 	 ൌ 1 ൅ 	 	 /	 	 として与え

られていた。しかし，プレストレス力には寸法効果がないため，道示 V 編に

よる推定式にそのまま係数 	 を乗じることは妥当ではない。 
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5 章 結論 
 
 本 研究により， 以下の 結論を得た。  
 

①  コンクリートが負担するせん断力に道示Ⅴ編の寸法効果，軸方向鉄筋

比による効果を考慮した式を適用し，プレストレスなどの効果を適切

に補正することで，修正トラス理論による累加法を適用することが可

能であり，より精度が高い推定ができることを明らかにした。 

 

②  RC 構造における永続荷重や変動荷重に対する鉄筋応力の制限値は，１

方向繰返し荷重を受けた場合にも，過去の実験および今回の実験の双

方から，ウェブのみの矩形断面とした道示Ⅴ編式（下限式）を用い予

測が可能となることを示した。 

 

③  道示Ⅴ編式を適用し，修正トラス理論を適用する場合の前提条件を明

確に示した。 

 

④  本研究の結果から，コンクリートはりのせん断耐荷力推定式【下限式】

は表-5.1.1 のように提案される。 

 

⑤  提案式のばらつきは変動係数として 20%程度あること，また，5%フ

ラクタイル値を与えるための部分係数は 0.65 とすればよい。 
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表 -5.1.1 せん断 耐力式 【斜め引張破 壊耐力 】（案）  

【 提 案 式 ： 下 限 式 】  ൌ 0.65 ൅ 0.65 	 	 	 	 ൅ 1.0 	 	 	 	  （ 斜 引 張 破 壊 ）  

	 	 	 ൌ 	 	 	 	 	 	 	 	 ൅
	

  

た だ し ，
	 	

	 	
	 1.0 か つ 	 	 	 	 	 	  

 
【 平 均 式 】  

	 	 ＝ 1.3 :下 限 式 か ら の 換 算 係 数

	 	 	 	 	 ൌ
2
3
	 	 	 	 	 	 	 	 ሺ	 	 	 	 ൅ 	 	 	 	 	 ሻ 

	 	 	 	 ൌ 0.23･ 	 	 	

	
	  

	 ൌ 0.8 
	 	 	 	 ： ウ ェ ブ 中 心 位 置 に お け る

有 効 プ レ ス ト レ ス に よ る

コ ン ク リ ー ト の 軸 方 向 圧

縮 応 力 度  

ൌ 	 	 	 	 	 Σ
	 	 	 	 	 	 	 ሺsin 	 ൅ cos 	 ሻ

1.15	
 

 
 
【 平 均 式 】  

	 	 ＝ 1.3 :下 限 式 か ら の 換 算 係 数  
	 	 	 ൌ 1.0：せ ん 断 ス パ ン 比 に よ る

せん断補強鉄筋が負担す

る 低 減 係 数 (桁 構 造 の 場

合， 1 .0 が標準値 )  

	 	 	 ൌ 	 sin
 
 
 
【 平 均 式 】  

	 	 	 式 （ 有 効 高 さ ， 鉄 筋 比 が 考 慮 で き る 道 示 V 式 を 基 本 に 構 築 さ れ た 実 験 式 ）  
       	 	 ൌ 	 	 	 	 	      【 下 限 （ 平 均 - 2σ ） 式 】  

	 	 ＝ 0.453 ൈ ሺ24/	 	 	 	ሻ
	
	
	 ／ 1.3 

	 	 ＝ 1.0 

	 	 ＝ 	 	 	 .	 	  

	 ൌ ሺ0.3/ ሻ  

	 	 は ， ウ ェ ブ 圧 壊 耐 力 を 超 え な い （ 下 式 ）  

	 	 	 	 	  
	 	 	 	 ൌ 0.4 	 	 	 	 /3 	 6	 	 	  

な お ，ダ ク ト（ シ ー ス ）が あ る 場 合 に お い て は ，グ ラ ウ ト し な い と き は そ の 径 分 ，

グ ラ ウ ト す る と き は そ の 径 の 2 / 3 を 実 際 の ウ ェ ブ 幅 か ら 減 じ る  

適 用 の 範 囲 お よ び 修 正 ト ラ ス 理 論 を 適 用 す る 前 提  
・ コ ン ク リ ー ト の 設 計 基 準 強 度 ：  

21MPa 	 	 	 	 	 60MPa  
の 範 囲 を 基 本 と す る 。た だ し ，	 	 	 ൏ 21MPaの 場 合 は 適 用 範 囲 外 と し ，	 	 	 ൐ 60MPa
の 場 合 は 	 	 	 ൌ 60MPaの 値 を 用 い て よ い 。  

・ 最 低 ス タ ー ラ ッ プ 量 ： p	 	 0.2% 
・ 最 大 ス タ ー ラ ッ プ 量 ： ウ ェ ブ 圧 壊 耐 力 に よ り 制 限  
・ ス タ ー ラ ッ プ の 降 伏 点 強 度 ： 	 	 	 	 345MPaの 範 囲 で 適 用 す る  
・ 軸 方 向 鉄 筋 比 に よ る 係 数 c	 	の 適 用 の 範 囲 ：  

0.7 	 	 	 	 	 2.2 （ 0.1% 	 	 	 	 3.0%， 	 	は 0 . 1％ 未 満 と し な い こ と ， 3 %を 超

え る 場 合 は 3 %の 値 と す る ）  
・ 部 材 高 d に よ る 係 数 c	 の 適 用 の 範 囲 ：  

0.5 	 	 	 	 1.4 （ 0.3	 	 	 	 10	 ， 0.3	 未 満 は 0.3	 の 値 ， 10	 を 超 え る 場 合

は 10	 の 値 を 用 い る ）  
・ ス タ ー ラ ッ プ の 形 状 ： 軸 方 向 引 張 鉄 筋 を 取 り 囲 む 形 状 と す る  
・ス タ ー ラ ッ プ の 配 置 間 隔：計 算 上 ス タ ー ラ ッ プ が 必 要 な 箇 所 の 配 置 間 隔 は 0.5	

以 下 ， 計 算 上 ス タ ー ラ ッ プ が 不 要 な 箇 所 は 0.75	 以 下 で 配 置 す る 。  
・ 桁 高 が あ る こ と へ の 配 慮 ： 曲 げ モ ー メ ン ト シ フ ト 量 1	 に 対 す る 軸 方 向 鉄 筋 を

配 置 す る  
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【既往せん断実験データ集】 

◆せん断補強鉄筋を有しないＲＣ矩形断面はりの既往実験データ 

 

 
 

せん断補強鉄筋を有しないRC矩形断面はりの既往実験データ
文献 供試体No. 鉄筋比 圧縮強度 有効高 せん断スパン比 実験値 Ⅲ編式（平均式） Ⅴ編式（平均式）

pt fc d a/d τu τc τc
- N/mm2 mm N/mm2 N/mm2 N/mm2

1 ① 5 0.0040 21.9 1,000.0 3.00 0.40 0.94 0.48
2 ① 6 0.0040 28.5 2,000.0 3.00 0.35 1.12 0.42
3 ① 7 0.0041 24.3 3,000.0 3.00 0.32 1.01 0.35
4 ② No.1 0.0028 28.0 2,000.0 3.00 0.34 1.11 0.37
5 ② No.2 0.0014 27.1 2,000.0 3.00 0.32 1.08 0.29
6 ② No.3 0.0014 25.4 1,000.0 3.00 0.38 1.04 0.36
7 ③ F-049 0.0123 20.3 155.0 3.00 1.46 0.89 1.27
8 ③ F-050 0.0124 22.6 240.0 3.00 1.18 0.96 1.14
9 ③ F-051 0.0123 20.3 350.0 3.00 1.01 0.89 0.97

10 ③ F-052 0.0124 25.1 470.0 3.00 0.91 1.03 0.95
11 ③ F-053 0.0123 20.3 620.0 3.00 0.74 0.89 0.80
12 ④ A1 0.0135 36.4 930.0 2.80 0.96 1.32 0.88
13 ④ A2 0.0135 31.9 930.0 2.80 0.88 1.21 0.84
14 ④ B1 0.0135 34.0 465.0 2.80 1.12 1.26 1.08
15 ④ B2 0.0135 31.0 465.0 2.80 0.94 1.18 1.05
16 ④ C1 0.0135 32.0 232.5 2.80 0.97 1.21 1.33
17 ⑤ 55 0.0280 25.1 134.6 3.02 1.61 1.03 1.88
18 ⑤ 60 0.0264 26.8 138.7 2.93 1.83 1.07 1.86
19 ⑤ 71 0.0266 27.4 544.1 2.99 1.21 1.09 1.20
20 ⑤ 74 0.0284 27.2 523.2 3.12 1.35 1.09 1.24
21 ⑤ 75 0.0284 27.3 524.0 3.11 1.35 1.09 1.24
22 ⑤ 83 0.0274 27.4 271.3 3.00 1.54 1.09 1.53
23 ⑤ 97 0.0268 27.2 276.4 3.00 1.48 1.09 1.50
24 ⑤ 3043 0.0271 27.0 1,092.2 3.00 0.98 1.08 0.95
25 ⑥ A-1-1 0.0126 24.8 300.0 3.00 1.07 1.02 1.10
26 ⑥ A-1-2 0.0126 24.8 300.0 3.00 0.95 1.02 1.10
27 ⑥ A-2-1 0.0135 27.3 500.0 3.00 0.96 1.09 0.98
28 ⑥ A-2-2 0.0135 27.3 500.0 3.00 1.18 1.09 0.98
29 ⑥ A-3-1 0.0122 20.7 950.0 3.00 0.70 0.90 0.70
30 ⑥ A-3-2 0.0122 20.6 950.0 3.00 0.76 0.90 0.70
31 ⑥ A-4-1 0.0120 22.2 2,000.0 3.00 0.60 0.95 0.56
32 ⑥ A-4-2 0.0120 23.1 2,000.0 3.00 0.56 0.97 0.57
33 ⑥ B-2-1 0.0135 23.7 500.0 3.00 1.09 0.99 0.94
34 ⑥ B-2-2 0.0135 23.7 500.0 3.00 0.98 0.99 0.94
35 ③ A-001 0.0123 10.4 350.0 3.00 1.01 0.57 0.78
36 ③ A-002 0.0123 10.9 350.0 3.00 0.95 0.59 0.79
37 ③ A-003 0.0123 12.9 350.0 3.00 0.78 0.66 0.84
38 ③ A-004 0.0123 15.4 350.0 3.00 1.18 0.74 0.88
39 ③ A-005 0.0123 16.9 350.0 3.00 1.16 0.79 0.91
40 ③ A-006 0.0123 18.3 350.0 3.00 1.04 0.83 0.94
41 ③ A-007 0.0123 21.9 350.0 3.00 1.41 0.94 0.99
42 ③ A-008 0.0123 24.1 350.0 3.00 1.47 1.00 1.03
43 ③ A-009 0.0123 34.9 350.0 3.00 1.40 1.28 1.16
44 ③ A-010 0.0123 34.9 350.0 3.00 1.37 1.28 1.16
45 ③ A-011 0.0123 42.7 350.0 3.00 1.30 1.47 1.24
46 ③ A-012 0.0123 42.7 350.0 3.00 1.36 1.47 1.24
47 ③ A-013 0.0123 47.8 350.0 3.00 1.46 1.58 1.29
48 ③ A-014 0.0123 47.8 350.0 3.00 1.23 1.58 1.29
49 ③ C-035 0.0123 12.6 350.0 3.00 0.94 0.65 0.83
50 ③ G-054 0.0085 19.1 350.0 3.00 0.87 0.86 0.84
51 ③ G-055 0.0166 22.6 350.0 3.00 0.94 0.96 1.11
52 ③ G-056 0.0217 19.1 350.0 3.00 1.11 0.86 1.15
53 ③ H-057 0.0122 19.1 350.0 3.00 1.02 0.86 0.95
54 ③ H-058 0.0127 19.1 350.0 3.00 1.04 0.86 0.96
55 ③ H-059 0.0227 19.1 350.0 3.00 1.22 0.86 1.17
56 ③ H-060 0.0227 19.1 350.0 3.00 1.04 0.86 1.17
57 ③ J-066 0.0161 23.4 240.0 3.00 1.27 0.98 1.26
58 ⑦ L2-35-00 0.0120 50.0 350.0 3.00 1.85 1.63 1.30
59 ⑦ L3-35-00 0.0120 55.1 350.0 3.00 1.49 1.74 1.34
60 ⑦ L4-35-00 0.0120 55.5 350.0 3.00 1.40 1.75 1.35

【参考文献】
①井畔瑞人，塩屋俊幸，野尻陽一，秋山暉：等分布荷重下における大型鉄筋コンクリートはりのせん断強度に関する実験的研究，土木学会論文集，第348号，1984.8
②二羽淳一郎，山田一宇，横沢和夫，岡村甫：せん断補強鉄筋を用いないＲＣはりのせん断強度式の再評価，土木学会論文集，第372号，1986.8
③建設省土木研究所：鉄筋コンクリート部材のせん断実験データ集，土木研究所資料2045号，1984.3
④P.J.Taylar : Shear strength of large beams, Proc. Of ASCE ST11, 1972
⑤G.N.J. Kani : How safe are our large reinforced concrete beams?, 'Journal of ACI,March,1967
⑥建設省土木研究所：大型ＲＣはり供試体のせん断強度に関するデータ集，土木研究所資料第3426号，1996.1
⑦建設省土木研究所：高強度コンクリート部材の設計法に関する共同研究報告書－高強度コンクリートPCはり部材の曲げせん断強度に関する調査－，共同研究報告書第122号,1995.3
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◆せん断補強鉄筋を有するＲＣ矩形断面はりの既往実験データ（土研資料 4044 号） 

 
 

 

せん断補強鉄筋を有するRC矩形断面はりの既往実験データ
VcalⅤ（下限式）

番号 σck 引張鋼材σsy 腹鉄筋σsy ｈ ｄ ｂｗ ａ As a/d ｐｔ ｐｗ Vexp Ｖｃ Ｖｓ ＶcalⅤ Vexp/VcalⅤ
(N/mm2) （N/mm2) （N/mm2) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm2) (%) (%) (kN) (kN) (kN) (kN)

1 1 33.4 530.0 363.0 650 600 500 1,500 3,212.0 2.50 1.071 0.106 535.0 211.1 100.0 311.1 1.72
2 2 34.8 530.0 821.0 650 600 500 1,500 3,212.0 2.50 1.071 0.106 692.0 214.0 226.1 440.1 1.57
3 A 18.9 538.0 371.0 650 600 500 1,500 3,212.0 2.50 1.071 0.106 431.0 174.6 102.2 276.8 1.56
4 182 35.6 722.0 380.0 650 600 500 1,500 3,212.0 2.50 1.071 0.053 397.0 215.6 52.3 268.0 1.48
5 A 35 7 719 0 363 0 410 350 290 1 040 1 146 0 2 97 1 129 0 182 207 0 88 8 58 3 147 1 1 41
6 3 23.0 490.0 974.0 450 400 300 1 200 2,569.6 3.00 2.141 0.211 274.0 107.4 214.6 322.0 0.85
7 2 22.6 490.0 974.0 450 400 300 1 200 2,569.6 3.00 2.141 0.141 237.0 106.8 143.1 249.8 0.95
8 1 23.4 490.0 974.0 450 400 300 1 200 2,569.6 3.00 2.141 0.070 174.0 108.0 71.5 179.6 0.97
9 5 31.5 490.0 974.0 450 400 300 1 200 2,569.6 3.00 2.141 0.141 274.0 119.3 143.1 262.3 1.04

10 4 29 9 490 0 974 0 450 400 300 1 200 2 569 6 3 00 2 141 0 070 235 0 117 2 71 5 188 7 1 25
11 A1 27.9 900.0 360.0 - 400 250 1 200 1,013.4 3.00 1.013 0.380 287.0 74.4 119.1 193.5 1.48
12 C1 35.5 900.0 360.0 - 200 150 800 1,013.4 4.00 3.378 0.422 115.0 45.4 39.7 85.1 1.35
13 4 93.2 724.0 1,138.0 450 400 350 1 200 3,176.8 3.00 2.269 0.090 406.0 203.7 125.4 329.0 1.23
14 5 102.8 724.0 929.7 450 400 350 1 200 3,176.8 3.00 2.269 0.204 660.0 210.5 230.7 441.1 1.50
15 6 98.5 724.0 814.3 450 400 350 1 200 3,176.8 3.00 2.269 0.362 662.0 207.5 358.9 566.3 1.17
16 7 107.7 724.0 929.7 450 400 350 1 200 3,176.8 3.00 2.269 0.272 648.0 213.7 307.6 521.3 1.24
17 8 102.7 724.0 814.3 450 400 350 1 200 3,176.8 3.00 2.269 0.483 665.0 210.4 478.5 688.8 0.97
18 10 95 0 724 0 1 138 0 450 400 350 1 200 3 176 8 3 00 2 269 0 121 425 0 205 0 167 1 372 1 1 14
19 S0-B0-S 16 9 337 0 323 7 240 200 150 500 595 8 2 50 1 986 0 282 52 8 29 7 23 8 53 5 0 99
20 2 49.4 698.2 746.6 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.158 381.0 160.5 143.9 304.4 1.25
21 3 51.0 698.2 803.0 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.178 376.8 162.2 174.3 336.5 1.12
22 4 55.2 698.2 746.6 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.211 437.4 166.5 191.9 358.4 1.22
23 5 27 8 698 2 746 6 400 350 400 1 050 2 569 6 3 00 1 835 0 158 274 5 132 5 143 9 276 4 0 99
24 2 27.4 369.0 250.0 300 239 200 920 1,771.3 3.85 3.706 0.056 80.5 64.5 5.8 70.4 1.14
25 3 24 2 369 0 357 0 300 239 200 920 1 771 3 3 85 3 706 0 244 125 0 61 9 36 1 98 1 1 27
26 1 75.0 742.0 1,128.0 450 400 600 1 200 5,559.4 3.00 2.316 0.119 897.0 327.0 279.9 606.9 1.48
27 2 78.1 742.0 1,128.0 450 400 525 1 200 4,765.2 3.00 2.269 0.136 769.0 288.0 279.9 567.9 1.35
28 3 78.2 742.0 1,128.0 450 400 435 1 200 3,971.0 3.00 2.282 0.164 742.0 239.2 279.9 519.1 1.43
29 4 79 5 742 0 1 111 0 450 400 350 1 200 3 176 8 3 00 2 269 0 241 494 0 193 2 326 4 519 6 0 95
30 41 20 6 750 0 388 0 450 400 300 1 000 2 568 0 2 50 2 140 0 480 324 0 103 5 194 3 297 8 1 09
31 3 75.3 709.0 1,065.0 750 690 500 2,070 6,840.0 3.00 1.983 0.253 1,360.0 373.3 809.6 1,182.9 1.15
32 4 73.5 709.0 1,086.0 750 690 500 2,070 4,560.0 3.00 1.322 0.095 619.7 323.5 309.9 633.3 0.98
33 5 33.9 700.0 1,029.0 750 690 500 2,070 6,840.0 3.00 1.983 0.225 919.5 286.1 695.3 981.4 0.94
34 6 54.3 700.0 1,029.0 750 690 500 2,070 6,840.0 3.00 1.983 0.225 1,067.7 334.8 695.3 1,030.1 1.04
35 7 35.6 700.0 1,403.0 750 690 500 2,070 6,840.0 3.00 1.983 0.160 868.6 290.8 673.4 964.2 0.90
36 8 54 7 700 0 1 403 0 750 690 500 2 070 6 840 0 3 00 1 983 0 160 1 173 1 335 6 673 4 1 009 0 1 16
37 OC-30 27.8 698.2 746.6 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.158 274.5 132.5 143.9 276.4 0.99
38 SCC-30 32 7 754 3 705 6 400 350 400 1 050 2 569 6 3 00 1 835 0 158 310 0 139 9 136 0 275 9 1 12
39 TYPE2 81.0 737.0 1,028.0 450 400 600 1 200 5,559.4 3.00 2.316 0.159 885.0 335.5 340.1 675.6 1.31
40 TYPE3 83.2 737.0 1,028.0 450 400 600 1 200 4,765.2 3.00 1.986 0.159 751.0 321.5 340.1 661.6 1.14
41 TYPE4 79 7 737 0 1 028 0 450 400 600 1 200 3 971 0 3 00 1 655 0 159 716 0 298 3 340 1 638 3 1 12
42 No.3 82.5 382.4 338.6 1,300 1,200 500 3,600 9,566.0 3.00 1.594 0.169 1,104 2 518.5 298.4 816.9 1.35
43 No.2 49.4 698.2 746.6 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.158 381.0 160.5 143.9 304.4 1.25
44 No.3 55.2 698.2 746.6 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.211 427.0 166.5 191.9 358.4 1.19
45 No.4 27.8 698.2 746.6 400 350 400 1,050 2,569.6 3.00 1.835 0.158 274.5 132.5 143.9 276.4 0.99
46 No 5 51 0 698 2 803 0 400 350 400 1 050 2 569 6 3 00 1 835 0 178 376 8 162 2 174 3 336 5 1 12
47 HAS-str-1 115.0 952.0 382.0 300 250 150 750 562.5 3.00 1.500 0.450 163.0 59.5 56.1 115.6 1.41
48 HAS-str-2 115.0 952.0 360.0 300 234 200 700 1,591.2 2.99 3.400 0.420 201.0 99.7 61.5 161.3 1.25
49 AS-str 87.0 952.0 343.0 300 234 200 1,050 702.0 4.49 1.500 0.450 142.0 69.2 62.8 132.0 1.08
50 LAS-str-1 101.0 952.0 382.0 300 250 150 750 562.5 3.00 1.500 0.450 154.0 57.0 56.1 113.1 1.36
51 LAS-str-2 101.0 952.0 360.0 300 234 200 700 1,591.2 2.99 3.400 0.420 199.0 95.5 61.5 157.0 1.27
52 LAS-str-3 101 0 952 0 343 0 300 250 150 750 562 5 3 00 1 500 0 450 135 0 57 0 50 3 107 3 1 26
53 20W-d29 103.4 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 78.0 65.1 7.9 72.9 1.07
54 20S-d22 95.0 593.0 295.0 220 183 140 650 774.2 3.55 3.022 0.120 59.1 53.4 7.9 61.3 0.96
55 20S-d29 92.2 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 68.3 62.6 7.9 70.5 0.97
56 30W-d22 70.5 593.0 295.0 220 183 140 650 774.2 3.55 3.022 0.120 53.5 48.4 7.9 56.2 0.95
57 30W-d29 81.6 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 65.6 60.1 7.9 68.0 0.96
58 30S-d29 67.3 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 61.5 56.4 7.9 64.2 0.96
59 30D-d29 80.8 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 65.4 59.9 7.9 67.8 0.96
60 53W-d29 47.1 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 54.6 50.1 7.9 57.9 0.94
61 53D-d29 53.0 572.0 295.0 220 183 140 650 1,284.8 3.55 5.015 0.120 56.8 52.1 7.9 59.9 0.95
62 53S-d22 39.6 593.0 295.0 220 183 140 650 774.2 3.55 3.022 0.120 44 2 39.9 7.9 47.8 0.92
63 53S-d29 39 5 572 0 295 0 220 183 140 650 1 284 8 3 55 5 015 0 120 51 5 47 2 7 9 55 1 0 93
64 MHB2.5-25 52.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.250 98.6 46.8 24.2 71.0 1.39
65 MHB2.5-50 52.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.470 138.7 46.8 45.5 92.3 1.50
66 MHB2.5-75 52.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.710 159.4 46.8 68.7 115.5 1.38
67 MHB2.5-100 52.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.940 164 2 46.8 90.9 137.7 1.19
68 HB1.5-25 73.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.250 115.6 52.4 24.2 76.6 1.51
69 HB1.5-50 73.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.470 148.9 52.4 45.5 97.9 1.52
70 HB1.5-75 73.0 414.0 414.0 250 215 125 538 1,013.2 2.50 3.770 0.710 166.9 52.4 68.7 121.1 1.38
71 HB1 5-100 73 0 414 0 414 0 250 215 125 538 1 013 2 2 50 3 770 0 940 183 8 52 4 90 9 143 3 1 28
72 N1-N 36.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.081 457.0 237.2 74.8 312.0 1.46
73 N2-S 36.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.081 363.0 237.2 74.8 312.0 1.16
74 N2-N 36.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.116 483.0 237.2 106.8 344.0 1.40
75 M1-N 67.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.081 405.0 291.8 74.8 366.5 1.10
76 M2-S 67.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.116 552.0 291.8 106.8 398.6 1.38
77 M2-N 67.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.163 689.0 291.8 149.5 441.3 1.56
78 H1-N 87.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.081 483.0 318.3 74.8 393.1 1.23
79 H2-S 87.0 400.0 430.0 750 655 375 2,000 6,877.5 3.05 2.800 0.140 598.0 318.3 128.2 446.5 1.34
80 H2-N 87 0 400 0 430 0 750 655 375 2 000 6 877 5 3 05 2 800 0 233 721 0 318 3 213 6 531 9 1 36
81 G4 62.7 434.0 379.0 305 279 178 1,118 1,641.2 4.00 3.300 0.171 162.0 80.9 28.0 108.9 1.49
82 G5 40.0 434.0 379.0 305 279 178 1,118 1,243.3 4.00 2.500 0.171 121.9 63.5 28.0 91.5 1.33
83 G6 20 7 434 0 379 0 305 279 178 1 118 1 243 3 4 00 2 500 0 171 85 5 50 9 28 0 79 0 1 08
84 NNW-3 42.9 421.0 324.0 254 203 127 610 825.8 3.00 3.200 0.490 87.0 40.6 35.6 76.3 1.14
85 NHW-3 103.4 421.0 324.0 254 198 127 594 1,142.3 3.00 4.540 0.510 102.4 60.2 36.2 96.4 1.06
86 NHW-3a 94.7 421.0 324.0 254 198 127 594 1,142.3 3.00 4.540 0.650 108 2 58.5 46.1 104.6 1.04
87 NHW-3b 108.7 421.0 324.0 254 198 127 594 1,142.3 3.00 4.540 0.780 122.5 61.2 55.3 116.5 1.05
88 NHW-4 104 0 421 0 324 0 254 198 127 792 1 142 3 4 00 4 540 0 510 93 7 60 3 36 2 96 5 0 97
89 AL2-N 40.4 495.0 820.0 270 235 180 940 942.5 4.00 2.228 0.093 114.7 55.2 28.1 83.2 1.38
90 AL2-H 75.3 495.0 820.0 270 235 180 940 942.5 4.00 2.228 0.093 122.6 67.9 28.1 96.0 1.28
91 AS2-N 39.0 495.0 820.0 270 235 180 588 942.5 2.50 2.228 0.093 189.3 54.5 28.1 82.6 2.29
92 AS2-H 75.5 495.0 820.0 270 232 180 580 942.5 2.50 2.257 0.093 201.0 67.7 27.7 95.4 2.11
93 AS3-N 40.2 495.0 820.0 270 235 180 588 942.5 2.50 2.228 0.140 199.1 55.1 42.1 97.2 2.05
94 AS3-H 71.8 495.0 820.0 270 235 180 588 942.5 2.50 2.228 0.140 199.1 66.8 42.1 108.9 1.83
95 BL2-H 75.7 539.9 820.0 270 233 180 932 1,182.8 4.00 2.820 0.093 138.3 73.2 27.8 101.0 1.37
96 BS2-H 73.9 539.9 820.0 270 233 180 583 1,182.8 2.50 2.820 0.093 223.5 72.6 27.8 100.4 2.23
97 BS3-H 73.4 539.9 820.0 270 233 180 583 1,182.8 2.50 2.820 0.140 228.1 72.4 41.8 114.2 2.00
98 BS4-H 80.1 539.9 820.0 270 233 180 583 1,182.8 2.50 2.820 0.186 206.9 74.5 55.7 130.2 1.59
99 CL2-H 70.1 543.0 820.0 270 233 180 932 1,472.6 4.00 3.511 0.093 147 2 76.7 27.8 104.5 1.41

100 CS2-H 70.2 543.0 820.0 270 233 180 583 1,472.6 2.50 3.511 0.093 247 2 76.7 27.8 104.6 2.36
101 CS3-H 74.2 543.0 820.0 270 233 180 583 1,472.6 2.50 3.511 0.140 247 2 78.2 41.8 119.9 2.06
102 CS4-H 75 7 543 0 820 0 270 233 180 583 1 472 6 2 50 3 511 0 186 220 7 78 7 55 7 134 4 1 64
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VcalⅤ（下限式）
番号 σck 引張鋼材σsy 腹鉄筋σsy ｈ ｄ ｂｗ ａ As a/d ｐｔ ｐｗ Vexp Ｖｃ Ｖｓ ＶcalⅤ Vexp/VcalⅤ

(N/mm2) （N/mm2) （N/mm2) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm2) (%) (%) (kN) (kN) (kN) (kN)
103 BM100 47.0 550.0 508.0 1,000 925 300 2,700 2,109.0 2.92 0.760 0.079 342.0 169.2 96.7 265.9 1.29
104 BM100D 47 0 550 0 508 0 1 000 925 300 2 700 2 913 8 2 92 1 050 0 079 461 0 188 5 96 7 285 2 1 62
105 5 51.9 500.0 270.0 - 350 150 1 250 1,254.8 3.57 2.390 0.252 125.0 66.8 31.0 97.9 1.28
106 7 47.3 500.0 350.0 - 340 150 1 250 1,963.5 3.68 3.850 0.446 207.0 74.5 69.2 143.7 1.44
107 11 47 5 500 0 330 0 - 200 150 750 1 257 0 3 75 4 190 0 503 126 0 53 8 43 3 97 1 1 30
108 1 36.4 524.7 479.2 610 539 305 1,670 4,088.7 3.10 2.490 0.140 352.0 163.3 95.5 258.8 1.36
109 2 36.4 524.7 479.2 610 539 305 1,670 4,088.7 3.10 2.490 0.070 222.2 163.3 47.6 210.8 1.05
110 3 72.3 524.7 479.2 610 539 305 1,670 4,088.7 3.10 2.490 0.070 263.0 205.2 47.6 252.8 1.04
111 4 72.3 524.7 479.2 610 539 305 1,670 4,088.7 3.10 2.490 0.070 316.2 205.2 47.6 252.8 1.25
112 5 55.8 524.7 479.2 610 539 305 1,670 4,088.7 3.10 2.490 0.140 383.1 188.3 95.5 283.8 1.35
113 7 51.3 524.7 479.2 610 539 305 1,670 4,088.7 3.10 2.490 0.070 281.1 183.0 47.6 230.6 1.22
114 8 51 3 524 7 479 2 610 539 305 1 670 4 088 7 3 10 2 490 0 070 258 4 183 0 47 6 230 6 1 12
115 1 120.0 472.3 406.7 635 559 356 1,397 3,269.1 2.50 1.645 0.074 297.3 253.0 51.8 304.8 0.98
116 2 120.0 430.9 448.2 635 559 356 1,397 6,044.3 2.50 3.042 0.432 1,097.5 310.5 334.2 644.7 1.70
117 6 72.4 430.9 445.1 870 762 457 2 286 6,044.3 3.00 1.735 0.082 665.4 344.4 110.3 454.7 1.46
118 7 72.4 472.3 445.1 870 762 457 2 286 6,538.1 3.00 1.877 0.158 787.9 353.5 213.5 567.0 1.39
119 8 125.3 472.3 445.1 870 762 457 2 286 6,538.1 3.00 1.877 0.082 482.8 424.5 110.3 534.8 0.90
120 9 125.3 472.3 445.1 870 762 457 2 286 8,172.7 3.00 2.346 0.158 749.5 457.2 213.5 670.7 1.12
121 10 125 3 472 3 445 1 870 762 457 2 286 8 172 7 3 00 2 346 0 234 1 172 2 457 2 315 2 772 4 1 52
122 S1-1 63.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 228.3 111.3 56.7 168.0 1.36
123 S1-2 63.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 208.3 111.3 56.7 168.0 1.24
124 S1-3 63.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 206.1 111.3 56.7 168.0 1.23
125 S1-4 63.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 277.9 111.3 56.7 168.0 1.65
126 S1-5 63.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 253.3 111.3 56.7 168.0 1.51
127 S1-6 63.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 224.1 111.3 56.7 168.0 1.33
128 S2-1 72.5 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.105 260.3 116.3 37.9 154.2 1.69
129 S2-2 72.5 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.126 232.5 116.3 45.5 161.8 1.44
130 S2-3 72.5 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 253.3 116.3 56.7 173.0 1.46
131 S2-4 72.5 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 219.4 116.3 56.7 173.0 1.27
132 S2-5 72.5 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.209 282.1 116.3 75.5 191.7 1.47
133 S3-1 67.4 450.0 632.0 350 297 250 740 1,232.0 2.49 1.659 0.101 209.2 96.4 41.2 137.6 1.52
134 S3-2 67.4 450.0 632.0 350 297 250 740 1,232.0 2.49 1.659 0.101 178.0 96.4 41.2 137.6 1.29
135 S3-3 67.4 452.0 632.0 350 293 250 740 2,046.0 2.53 2.793 0.101 228.6 113.6 40.7 154.3 1.48
136 S3-4 67.4 452.0 632.0 350 293 250 740 2,046.0 2.53 2.793 0.101 174.9 113.6 40.7 154.3 1.13
137 S3-5 67.4 442.0 632.0 350 299 250 720 2,760.0 2.41 3.692 0.101 296.6 126.4 41.5 167.9 1.77
138 S3-6 67.4 442.0 632.0 350 299 250 720 2,760.0 2.41 3.692 0.101 282.9 126.4 41.5 167.9 1.69
139 S4-1 87.3 452.0 569.0 600 542 250 1,300 4,092.0 2.40 3.020 0.157 354.0 191.9 105.3 297.2 1.19
140 S4-2 87.3 433.0 569.0 500 444 250 1,070 3,284.0 2.41 2.959 0.157 572.8 166.8 86.2 253.0 2.26
141 S4-3 87.3 450.0 569.0 400 346 250 830 2,464.0 2.40 2.849 0.157 243.4 139.3 67.2 206.5 1.18
142 S4-4 87.3 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 258.1 123.7 56.7 180.4 1.43
143 S4-6 87.3 442.0 569.0 250 198 250 500 1,380.0 2.53 2.788 0.157 202.9 95.2 38.5 133.6 1.52
144 S5-1 89.4 452.0 569.0 350 292 250 880 2,046.0 3.01 2.803 0.157 241.7 124.7 56.7 181.4 1.33
145 S5-2 89.4 452.0 569.0 350 292 250 800 2,046.0 2.74 2.803 0.157 259.9 124.7 56.7 181.4 1.43
146 S5-3 89.4 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 243.8 124.7 56.7 181.4 1.34
147 S7-1 74.8 433.0 569.0 350 294 250 970 3,284.0 3.30 4.468 0.105 217.2 137.9 38.2 176.0 1.23
148 S7-2 74.8 433.0 569.0 350 294 250 970 3,284.0 3.30 4.468 0.126 205.4 137.9 45.8 183.7 1.12
149 S7-3 74.8 433.0 569.0 350 294 250 970 3,284.0 3.30 4.468 0.157 246.5 137.9 57.1 195.0 1.26
150 S7-4 74.8 433.0 569.0 350 294 250 970 3,284.0 3.30 4.468 0.196 273.6 137.9 71.3 209.1 1.31
151 S7-5 74.8 433.0 569.0 350 294 250 970 3,284.0 3.30 4.468 0.224 304.4 137.9 81.5 219.3 1.39
152 S7-6 74.8 433.0 569.0 350 294 250 970 3,284.0 3.30 4.468 0.262 310.6 137.9 95.3 233.1 1.33
153 S8-1 74.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.105 272.1 117.4 37.9 155.3 1.75
154 S8-2 74.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.126 250.9 117.4 45.5 162.9 1.54
155 S8-3 74.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 309.6 117.4 56.7 174.1 1.78
156 S8-4 74.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.157 265.8 117.4 56.7 174.1 1.53
157 S8-5 74.6 452.0 569.0 350 292 250 730 2,046.0 2.50 2.803 0.196 289.2 117.4 70.8 188.2 1.54
158 S8-6 74 6 452 0 569 0 350 292 250 730 2 046 0 2 50 2 803 0 224 283 9 117 4 80 9 198 3 1 43
159 ACI56 58.0 450.0 255.0 360 310 150 1,550 1,608.9 5.00 3.460 0.139 93.6 72.3 14.3 86.6 1.08
160 TH56 63.0 450.0 255.0 360 310 150 1,550 1,608.9 5.00 3.460 0.167 103.5 74.3 17.2 91.5 1.13
161 TS56 61.0 450.0 255.0 360 310 150 1,550 1,608.9 5.00 3.460 0.239 129.2 73.5 24.6 98.2 1.32
162 ACI59 82.0 425.0 255.0 360 310 150 1,550 2,060.0 5.00 4.430 0.139 96.5 88.1 14.3 102.5 0.94
163 TH59 75.0 425.0 255.0 360 310 150 1,550 2,060.0 5.00 4.430 0.187 119.3 85.5 19.3 104.8 1.14
164 TS59 82.0 425.0 255.0 360 310 150 1,550 2,060.0 5.00 4.430 0.279 125.4 88.1 28.8 116.9 1.07
165 ACI36 75.0 450.0 255.0 360 310 150 930 1,204.4 3.00 2.590 0.139 103.0 71.5 14.3 85.9 1.20
166 TH36 75.0 450.0 255.0 360 310 150 930 1,204.4 3.00 2.590 0.167 140.9 71.5 17.2 88.7 1.59
167 TS36 75.0 450.0 255.0 360 310 150 930 1,204.4 3.00 2.590 0.239 155.9 71.5 24.6 96.2 1.62
168 ACI39 73.0 425.0 255.0 360 310 150 930 1,427.6 3.00 3.070 0.139 111.8 75.0 14.3 89.4 1.25
169 TH39 73.0 425.0 255.0 360 310 150 930 1,427.6 3.00 3.070 0.170 142.9 75.0 17.5 92.5 1.54
170 TS39 73 0 425 0 255 0 360 310 150 930 1 427 6 3 00 3 070 0 279 179 2 75 0 28 8 103 8 1 73
171 26-1 40.1 406.0 341.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.160 206.8 120.9 54.8 175.7 1.18
172 29a-1 38.8 406.0 341.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.107 159.7 119.6 36.8 156.4 1.02
173 29b-1 37.6 406.0 341.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.107 160.1 118.4 36.8 155.1 1.03
174 213.5-1 38.9 406.0 341.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.071 148.1 119.6 24.3 143.9 1.03
175 29a-2 37.2 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.115 216.6 117.9 43.0 160.9 1.35
176 29b-2 41.4 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.115 202.4 122.1 43.0 165.2 1.23
177 29c-2 24.1 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.115 161.5 102.1 43.0 145.1 1.11
178 29d-2 30.4 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.115 165.0 110.2 43.0 153.3 1.08
179 29e-2 48.5 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.115 206.4 128.8 43.0 171.8 1.20
180 29g-2 15.7 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.115 149.9 88.5 43.0 131.5 1.14
181 213.5a-2 37.0 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.078 161.5 117.6 29.1 146.8 1.10
182 218a-2 37.6 406.0 372.3 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.057 164.1 118.3 21.5 139.8 1.17
183 29-3 34.3 406.0 237.2 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.116 177.9 114.7 27.8 142.5 1.25
184 318-1 40.5 406.0 517.1 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.124 220.2 121.3 64.5 185.9 1.18
185 321-1 38.7 406.0 517.1 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.105 163.7 119.5 54.8 174.3 0.94
186 318-2 38.9 406.0 351.6 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.125 177.0 119.6 44.4 164.1 1.08
187 321-1 38.0 406.0 351.6 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.108 166.8 118.7 38.2 156.9 1.06
188 313.5-3 42.7 406.0 275.8 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.163 213.5 123.4 45.1 168.5 1.27
189 318-3 43.0 406.0 275.8 508 456 254 1,829 2,569.5 4.01 2.220 0.120 174.8 123.7 33.3 157.1 1.11
190 321-2 43 0 406 0 275 8 508 456 254 1 829 2 569 5 4 01 2 220 0 105 140 6 123 7 29 1 152 9 0 92
191 B-1-Ⅰ 22.0 408.2 310.0 - 305 305 914 722.6 3.00 0.778 0.102 100.5 63.9 25.6 89.5 1.12
192 B-2-Ⅱ 22.0 415.8 310.0 - 305 305 914 763.9 3.00 0.822 0.102 100.4 65.1 25.6 90.7 1.11
193 B-3-Ⅱ 22.0 435.8 310.0 - 305 305 914 769.7 3.00 0.828 0.102 117.4 65.3 25.6 90.9 1.29
194 I-1-Ⅰ 22.0 404.0 310.0 - 305 305 914 761.3 3.00 0.819 0.102 102.3 65.1 25.6 90.7 1.13
195 I-1-Ⅱ 22.0 404.0 310.0 - 305 305 914 761.3 3.00 0.819 0.102 101.2 65.1 25.6 90.7 1.12
196 T-1-Ⅰ 22.0 402.7 310.0 - 305 305 914 806.5 3.00 0.868 0.102 120.4 66.3 25.6 91.9 1.31
197 T-2-Ⅰ 22.2 426.1 310.0 - 305 305 914 751.6 3.00 0.809 0.102 104.8 65.0 25.6 90.6 1.16
198 T-2-Ⅱ 22.2 426.1 310.0 - 305 305 914 751.6 3.00 0.809 0.102 101.6 65.0 25.6 90.6 1.12
199 T-3-Ⅰ 22.2 444.0 310.0 - 305 305 914 725.8 3.00 0.781 0.102 95.2 64.2 25.6 89.8 1.06
200 T-3-Ⅱ 22 2 444 0 310 0 - 305 305 914 725 8 3 00 0 781 0 102 101 2 64 2 25 6 89 8 1 13
201 A-1 24.1 555.0 325.4 561 466 307 1,829 2,578.5 3.92 1.800 0.100 233.5 116.8 40.5 157.3 1.48
202 A-2 24.3 555.0 325.4 559 464 305 2 286 3,224.9 4.93 2.280 0.101 244.7 125.3 40.4 165.7 1.48
203 B-1 24.8 555.0 325.4 556 461 231 1,829 2,589.4 3.97 2.430 0.147 222.4 97.3 44.2 141.5 1.57
204 B-2 23.2 555.0 325.4 561 466 229 2 286 2,586.3 4.91 2.430 0.148 200.2 94.7 44.7 139.4 1.44
205 C-1 29.6 555.0 325.4 559 464 155 1,829 1,292.8 3.95 1.800 0.199 155.7 62.8 40.4 103.3 1.51
206 C-2 23 8 555 0 325 4 559 464 152 2 286 2 589 9 4 92 3 660 0 181 162 4 72 9 36 1 109 0 1 49
207 A1-1 24.6 320.6 331.1 457 390 203 914 2,459.2 2.34 3.100 0.380 222.5 82.9 86.8 169.6 1.31
208 2 23.6 320.6 331.1 457 390 203 914 2,459.2 2.34 3.100 0.380 209.1 81.7 86.8 168.5 1.24
209 3 23.4 320.6 331.1 457 390 203 914 2,459.2 2.34 3.100 0.380 222.5 81.4 86.8 168.2 1.32
210 4 24.8 320.6 331.1 457 390 203 914 2,459.2 2.34 3.100 0.380 244.7 83.0 86.8 169.8 1.44
211 D2-6 29.5 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.610 168.4 59.0 84.1 143.0 1.18
212 7 28.4 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.610 157.3 58.2 84.1 142.3 1.11
213 8 26.1 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.610 168.4 56.6 84.1 140.7 1.20
214 D4-1 27.4 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.490 168.4 57.5 67.6 125.0 1.35
215 2 25.6 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.490 157.3 56.3 67.6 123.8 1.27
216 3 22.1 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.490 165.1 53.5 67.6 121.1 1.36
217 D5-1 27.7 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.370 146.2 57.7 51.0 108.7 1.34
218 2 29.0 320.6 331.1 381 314 152 762 1,637.6 2.43 3.420 0.370 157.3 58.6 51.0 109.6 1.43
219 3 27 1 320 6 331 1 381 314 152 762 1 637 6 2 43 3 420 0 370 157 3 57 3 51 0 108 3 1 45
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◆コンクリートの圧縮強度と割裂引張強度 

 

コンクリートの圧縮強度と割裂引張強度の関係
推定式

圧縮強度 割裂引張強度 （A） σck＾2/3 （B)

1 ① 封緘 4 23.44 2.25 8.19 0.27

2 ① 封緘 5 22.06 2.43 7.87 0.31

3 ① 封緘 7 27.56 2.71 9.12 0.30

4 ① 封緘 14 29.32 3.03 9.51 0.32

5 ① 封緘 14 31.77 3.04 10.03 0.30

6 ① 封緘 28 36.28 3.27 10.96 0.30

7 ① 封緘 29 35.79 3.57 10.86 0.33

8 ① 気中 4 20.01 1.99 7.37 0.27

9 ① 気中 4 21.18 2.04 7.66 0.27

10 ① 気中 5 22.06 2.15 7.87 0.27

11 ① 気中 7 23.73 2.42 8.26 0.29

12 ① 気中 7 24.42 2.20 8.42 0.26

13 ① 気中 14 29.32 2.65 9.51 0.28

14 ① 気中 14 28.44 2.63 9.32 0.28

15 ① 気中 28 30.01 2.90 9.66 0.30

16 ① 気中 28 27.46 2.94 9.10 0.32

17 ① 気中 28 27.46 2.55 9.10 0.28

18 ① 高温 4 23.34 2.47 8.17 0.30

19 ① 高温 4 24.42 2.36 8.42 0.28

20 ① 高温 5 25.30 2.44 8.62 0.28

21 ① 高温 7 26.28 2.58 8.84 0.29

22 ① 高温 7 26.77 2.65 8.95 0.30

23 ① 高温 14 31.48 2.61 9.97 0.26

24 ① 高温 14 28.44 2.77 9.32 0.30

25 ① 高温 28 34.81 2.91 10.66 0.27

26 ① 高温 28 31.38 3.24 9.95 0.33

27 ① 高温 28 33.54 3.11 10.40 0.30

28 ② A-1 24.81 2.29 8.51 0.27

29 ② A-2 27.26 2.27 9.06 0.25

30 ② A-3-1 20.69 1.87 7.54 0.25

31 ② A-3-2 20.59 1.87 7.51 0.25

32 ② C-1 20.20 2.03 7.42 0.27

33 ② C-2-1 20.89 1.92 7.59 0.25

34 ② C-2-2 21.08 1.95 7.63 0.26

35 ③ 1 28 58.25 4.65 15.03 0.31

36 ④ 1 29 50.01 3.57 13.57 0.26

37 ④ 2 34 55.11 3.99 14.48 0.28

38 ④ 3 36 55.51 3.72 14.55 0.26

39 ④ 22 62 49.72 3.04 13.52 0.22

40 ④ 23 62 40.60 2.45 11.81 0.21

41 ⑤ 普通砕石 28 22.65 2.44 8.01 0.30

42 ⑤ 普通砕石 28 27.56 2.79 9.12 0.31

43 ⑤ 普通砕石 28 29.03 2.89 9.45 0.31

44 ⑤ 普通砕石 28 30.50 2.99 9.76 0.31

45 ⑤ 普通砕石 28 35.99 2.67 10.90 0.24

46 ⑤ 普通砕石 28 35.79 3.14 10.86 0.29

47 ⑤ 普通砕石 28 35.01 3.23 10.70 0.30

48 ⑤ 普通砕石 28 41.48 3.57 11.98 0.30

49 ⑤ 普通砕石 28 42.46 3.36 12.17 0.28

50 ⑤ 普通砕石 28 43.74 3.62 12.41 0.29
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（A）／（B）資料番号 供試体 材齢
実測
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